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要
 
旨
 
 一
九
九
〇
年
代
前
半
に
分
離
・
独
立
を
達
成
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
は
、
学
校
教
育
制
度
の
見
直
し
を
は
か
る
と
と
も
に
、「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
」
と
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」
を
特
徴
と
す
る
歴
史
教
科
書
や
地
理
教
科
書
の
抜
本
的
な
改
訂
作
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
は
否
定
的
に
描
か
れ
、
か
つ
て
の
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
他
の
民
族
」
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
学
校
教
科
書
の
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」
に
よ
る
「
国
民
史
」
と
「
地
域
史
」
の
視
点
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
各
国
の
「
国
民
史
」
と
し
て
刷
新
さ
れ
た
学
校
教
科
書
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
「
我
が
国
の
諸
民
族
」
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
も
し
く
は
そ
れ
に
か
わ
る
「
地
域
史
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
、
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
教
科
書
を
対
象
と
し
て
、
連
邦
時
代
の
も
の
も
参
照
し
つ
つ
分
析
し
た
。
 
 
              連
邦
解
体
後
の
二
〇
年
余
り
を
通
じ
て
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
各
国
と
も
歴
史
教
科
書
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
教
科
書
の
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」
を
進
め
た
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
に
か
わ
る
広
域
的
・
跨
境
的
な
「
地
域
史
」
の
視
点
は
な
お
獲
得
で
き
ず
、
や
や
偏
狭
な
「
国
民
史
」
の
側
面
だ
け
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
が
教
科
書
に
登
場
す
る
頻
度
は
非
常
に
低
く
な
り
、
断
片
的
な
情
報
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
と
く
に
現
代
史
で
は
敵
対
的
に
描
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
各
国
の
研
究
者
・
教
育
者
ら
に
よ
る
国
際
会
議
や
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
試
み
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
成
果
は
限
定
的
な
も
の
と
ど
ま
る
ば
か
り
か
、
歴
史
認
識
の
政
治
利
用
と
い
っ
た
問
題
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
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は
じ
め
に
 
 ユー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
）
が
解
体
し
て
四
半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
凄
惨
な
内
戦
が
展
開
さ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
チ
ト
ー
率
い
る
共
産
党
政
権
が
掲
げ
た
「
友
愛
と
統
一
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
六
つ
の
共
和
国
か
ら
な
る
多
民
族
国
家
と
し
て
相
対
的
な
安
定
を
保
っ
て
い
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
連
鎖
的
に
起
こ
っ
た
紛
争
に
よ
っ
て
分
裂
・
解
体
し
た
（ 1）。六
つ
の
共
和
国
の
う
ち
上
記
三
共
和
国
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
独
立
後
も
、
な
お
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
共
和
国
（
新
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
）
を
称
し
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
実
体
を
伴
わ
な
い
こ
の
名
称
も
二
〇
〇
三
年
に
放
棄
さ
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
消
滅
し
た
。
そ
の
後
、
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
も
完
全
に
分
離
し
、（ 2）
さ
ら
に
セ
ル
ビ
ア
か
ら
コ
ソ
ヴ
ォ
が
独
立
し
て
い
る
（ 3）。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
七
つ
の
共
和
国
を
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
と
呼
ぶ
。
 
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
は
一
九
七
四
年
憲
法
体
制
下
に
お
い
て
六
共
和
国
・
二
自
治
州
（
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
と
コ
ソ
ヴ
ォ
）
に
広
範
な
自
治
を
認
め
る
分
権
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
例
え
ば
初
等
・
中
等
教
育
の
学
校
教
科
書
は
全
国
統
一
で
は
な
く
共
和
国
（
場
合
に
よ
っ
て
自
治
州
）
ご
と
に
出
版
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
歴
史
教
科
書
は
各
共
和
国
の
主
要
民
族
の
歴
史
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
あ
れ
ば
ク
ロ
ア
チ
ア
史
、
セ
ル
ビ
ア
で
あ
れ
ば
セ
ル
ビ
ア
史
に
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、
あ
る
人
物
や
事
件
を
取
り
上
げ
る
際
の
分
量
の
違
い
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
（ 4）、
歴
史
認
識
あ
る
い
は
個
々
の
事
件
に
対
す
る
評
価
の
違
い
が
目
に
つ
く
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
し
、
何
よ
り
も
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
の
歴
史
を
総
じ
て
融
和
的
な
姿
勢
で
描
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
専
門
家
で
あ
り
歴
史
教
科
書
の
執
筆
者
で
も
あ
る
ザ
グ
レ
ブ
大
学
の
ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
の
内
容
の
「
約
二
〇
％
か
ら
三
〇
％
が
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に
、
三
〇
％
か
ら
四
〇
％
が
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
他
の
民
族
』
の
歴
史
に
、
三
〇
％
が
著
し
く
西
洋
世
界
に
偏
っ
た
世
界
史
に
、そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
て
」お
り
（ 5）、し
か
も「
我
が
国
の
諸
民
族
」
（
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
他
の
民
族
）
に
関
し
て
「
教
科
書
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
肯
定
的
な
も
の
」
で（ 6）
あ
っ
て
、「
ほ
と
ん
ど
理
想
化
さ
れ
た『
我
が
国
の
諸
民
族
』
間
関
係
が
描
か
れ
」
て（ 7）
い
た
と
い
う
。
一
般
的
な
歴
史
認
識
に
関
し
て
言
え
ば
、
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
の
相
違
は
、
す
で
に
「
八
〇
年
代
に
『
経
済
危
機
』
が
進
行
す
る
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
主
義
的
傾
向
が
強
ま
る
な
か
で
、
修
復
で
き
な
い
ほ
ど
に
広
が
っ
て
い
た
」
と（ 8）
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
学
校
教
科
書
に
反
映
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
 
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
分
離
・
独
立
を
達
成
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
は
、
学
校
教
育
制
度
の
見
直
し
を
は
か
る
と
と
も
に
（ 9）、「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
」
と
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」（
あ
る
い
は
「
再
国
民
化
」）
を
特
徴
と
す
る
歴
史
教
科
書
や
地
理
教
科
書
の
抜
本
的
な
改
訂
作
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
は
新
た
な
「
国
民
史
」
の
視
点
か
ら
否
定
的
に
描
か
れ
、
か
つ
て
の
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
他
の
民
族
」
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
、
か
つ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
地
域
を
支
配
し
て
2
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い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
な
ど
に
対
し
て
見
ら
れ
た
敵
対
的
な
記述が隣人たるセルビア人に向けられるようになる一方
（ 10 ）、その他の民族
に関する記述はきわめて限定的なものとなった。
クロアチア以外の国々
の学校教科書でも、
隣国あるいは隣人に対する敵愾心や無関心を看取す
ることができるが、
必ずしも同じ傾向を持つわけではない。
その概況に
ついては後述する。
 
本
稿
で
は
、
学
校
教
科
書
の
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」
に
よ
る
「
国
民
史
」
と
「地域史」
の視点の変化について考察する。
各国の
「国民史」
として
刷新された学校教科書において、
かつての
「我が国の諸民族」
がどのよ
うに位置づけられて のか、
またユーゴスラヴィア史もしくはそれに
かわる
「地域史」
としてどのようなものが記述されているのか、
連邦時
代のものも参照しつつ分析すること したい
（ 11 ）。 
なお、
本稿は平成二七年度跡見学園女子大学特別研究助成費
（研究課
題
「
旧
ユ
ー
ゴ
諸
国
の
歴
史
学
と
歴
史
教
育
・
教
科
書
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」）
による研究成果 一部である。
 
 １．連邦
時代の
学校教
科
書
 
 ユーゴスラヴィア連邦が深刻な経済危機に直面し、
各地でナショナリ
ズムが再燃しつつあった一九八〇年 末においても、
ユーゴスラヴィア
の一体性 疑われることはなかったし、
学校教科書においても総じてユ
ーゴスラヴィア全土
（各地方
・各民族）
に対する目配りがなされていた。
ここでは、
まずセルビアの小学校四年生向け
「社会知識」
教科書の事例
を取り上げたい
（ 12 ）。 
この
「社会知識」
教科書は三部構成となっており、
ユーゴスラヴィア
全土の概況、
経済地理、
歴史
が順番に描かれている。
冒頭
には、
統合の
象徴たる故チトー大統領の大きな写真がある。
それに続き、
ユーゴスラ
ヴ
ィ
ア
の
国
旗
と
国
章
、
国
歌
（「
ス
ラ
ヴ
人
よ
」、
歌
詞
・
楽
譜
つ
き
）、
さ
ら
に
各共和国の国旗と国章、
さらに各共和国
・
自治州の首都の
写真等が掲載
されている。
首都ベオグラードに
関してはやや詳しく描かれているもの
の
、
そ
れ
以
外
で
は
と
く
に
セ
ル
ビ
ア
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
各
共
和
国
・
自
治
州
の
区
別
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
に
、
平
野
部
、
山
岳
部
、
沿
海
部
と
い
っ
た
区
分
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
に
関
す
る
地
理
的
な
記
述
が
続く
（ 13 ）。
歴史に関する部分では、
スラヴ人のバルカン移住に始まるユーゴ
スラヴィア諸民族史が簡潔に描かれ、
とくに統一国家形成に貢献した
物としてクロ チアのリュデヴィト・ガイ、セルビアのスヴェトザル・マルコヴィチ、
スロヴェニアのフランツェ
・
プレシェレン、
モンテネグ
ロのペタル
・
ペトロヴィチ
・
ニェゴシュが挙げられているほか
（各民族
へ
の
配
慮
と
も
思
わ
れ
る
）、
戦
後
の
連
邦
国
家
の
基
礎
と
な
る
第
二
次
世
界
大
戦
下の
「人民解放戦争と社会主義革命」
について詳述されている。
いずれ
の場合も、
ユーゴスラヴィアの一体性が強調される形になっている。
な
お、
ユーゴスラヴィア以外の国々に関する記述は非常に限定的
で、
隣国
（オーストリア、
ハンガリー、
ルーマニア、
ブルガリア、
ギリシア、
ア
ルバニア、
イタリア）
を羅列するにとどまり、
自らの地理的位置に関し
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ても、
ヨーロッパの一部であり、
バルカン半島の一角を占め、
アドリア
海への出口を持っているという程度の記述しかない。
 
この
「社会知識」
に続く
「地理」
と
「歴史」
の教科書も、ユーゴスラ
ヴィア全土に関する地理的
・
歴史的記述が重視されている点は変わらな
い。
続いて、
とくに
「社会主
義自主管理の基礎」
を含む小
学校八年生向
けの地理教科書と歴史教科書の事例を取り上げたい
（ 14 ）。 
地理教科書では
「私たちの国土の地理的位置は、
何よりもバルカン的
であるが、
アドリア海＝地中海的、
中欧的、
沿ドナウ的でもある」
（ 15 ）とさ
れている。
また、
地理的区分においては、
ユーゴスラヴィアは南欧諸国
の
一
つ
で
あり
（ 16 ）、「
南
東
欧
最
大
の
国」
（ 17 ）と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
続
く
自然地理
・
経済地理に関する
記述は、
すべてユーゴスラヴィア全土を対
象とするものとなっている。
全一一章 うち第九章では各共和国
・
自治
州の地誌が取り上げられ が
、
この章でさえセルビアに関する説明
が若干長め いう程度である。
 
一方、
歴史教科書では、
表紙にチトーの写真が、
冒頭にほぼ全頁を使
っ
た
チ
ト
ー
の
肖
像
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
が
取
り
扱
う
範
囲
は
、
第一次世界大戦からチトー逝去
（一九八〇年）
までであり、
全体では
「第
一次世界帝国主義 争と十月社会主義革命」
、「両大戦間期
の世界」
、「両
大戦間期のユーゴスラヴィア」
、「第二次世界大戦とユーゴスラヴィア人
民の社会主義革命」
、「第二次
世界大戦後の世界の全般的状況」
、「ユーゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
革
命
の
成
果
お
よ
び
平
和
と
各
国
の
平
等
な
関
係
を
求
め
る我が国の闘い」
、「ユーゴス
ラヴィアにおける自主管理社会主義社会建
設の歴史的意義」
の全七章で構成されている。
セルビア史の要素は非常
に限定的にしか見られない。
さらに、
本文一四九頁のうち六〇頁を
「第
二次世界大戦とユーゴスラヴィア人民の社会主義革命」
にあて、
しかも
そ
の
大
半
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
に
関
す
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
の一つである。
セルビアもしくはセルビア人に焦点があてられているわ
けでもない。
例えば、
人民解放戦争に参加した作家や芸術家を列記する
際も、セルビア人は半数ほどで、クロアチア人が次に多く、ボスニア・ムスリムやユダヤ人、スロヴェニア人なども登場する
（ 18 ）。 
なお、
同じ時期のクロアチアの学校教科書には、
やや異なる傾向も見
られる。
例えば、
上記のものと同じ小学校八年生向け地理教科書には
「ヨ
ーロッパ、
ソヴィエト連邦、
ユーゴスラヴィア」
という副
題があり、
取
り扱う範囲が大きく異なる
（ 19 ）。ヨーロッパ地誌に一四六頁があてられてい
るのに対して、
ユーゴスラヴィア地誌は六八頁を占めるにすぎない
（ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
は
二
六
頁
）。
も
っ
と
も
、
セ
ル
ビ
ア
の
場
合
と
同
じ
く
ユ
ー
ゴ
ス
ラヴィア全土を 象とする記述がほとんど あり、
各共和国
・
自治州の
紹介でも、
クロアチア一〇頁、
セルビア八頁という程度で
、
クロアチア
に関する記述が突出しているわけではない。
一方では、
ユーゴスラヴィ
ア
の
地
理
的
位
置
に
関
し
て
、「
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
て
い
る
た
め
地
中
海
国
家
と
も、
またドナウ川流域の中流部に位置するため大陸部＝沿ドナウ国家と
も定義することができる」
（ 20 ）と述べており、
セルビアとの違いが明白であ
る。
しかも
「ユーゴスラヴィアをバルカンの国と呼ぶことが多い。
しか
し、
この呼称は適切ではない。
サヴァ川とドナウ川に引かれたバルカン
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半
島
の
北
の
『
境
界
』
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
か
つ
て
北
側
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
と
南
側
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
の
間
に
人
為
的
に
引
か
れ
た
境
界
線
だ
か
ら
で
あ
る
」
（ 21）と
い
う
説
明
さ
え
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
教
科
書
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
地
中
海
諸
国
」、「
大
西
洋
諸
国
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
部
」
に
三
区
分
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
「
地
中
海
諸
国
」
の
一
つ
と
し
て
い
る
（ 22）。 
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
同
じ
小
学
校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
は
、
セ
ル
ビ
ア
と
の
本
質
的
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
（ 23）。「
両
大
戦
間
期
の
世
界
」、「
両
大
戦
間
期
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
」、「
第
二
次
世
界
大
戦
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
の
解
放
闘
争
と
社
会
主
義
革
命
」、「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
」、「
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
発
展
」
の
各
章
か
ら
な
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
関
連
づ
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
と
し
て
描
く
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
。
 
こ
う
し
た
傾
向
は
小
学
校
三
～
四
年
生
向
け
「
自
然
と
地
理
」
の
副
読
本
（
郷
土
誌
）
や
地
図
帳
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
地
図
帳
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
だ
け
で
な
く
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
の
地
理
や
歴
史
に
関
す
る
地
図
や
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
統
一
の
象
徴
と
見
ら
れ
る
「
同
志
チ
ト
ー
―
―
現
代
の
偉
人
」
に
加
え
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
か
ら
選
び
抜
い
た
「
文
化
的
・
歴
史
的
記
念
物
」
や
「
革
命
と
人
民
解
放
闘
争
の
記
念
物
」
と
い
っ
た
項
目
が
あ
る
（ 24）。 
ま
た
、
中
世
・
近
世
史
を
取
り
扱
う
小
学
校
六
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
は
南
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
と
「
現
在
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
少
数
民
族
」
の
歴
史
が
や
や
羅
列
的
な
が
ら
一
体
的
に
描
か
れ
、
さ
ら
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
建
国
に
至
る
近
代
史
を
取
り
扱
う
小
学
校
七
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
は
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
」
の
歴
史
が
同
じ
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
（ 25）。
後
者
の
場
合
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
、
ム
ス
リ
ム
人
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
か
ら
な
る
南
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
の
間
で
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
統
一
思
想
の
発
達
と
あ
わ
せ
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
内
の
少
数
民
族
（
た
だ
し
呼
称
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
ア
ル
バ
ニ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
チ
ェ
コ
人
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ト
ル
コ
人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
、
ロ
マ
、
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
に
つ
い
て
も
簡
潔
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
（ 26）。 
 ２
．
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
の
学
校
教
科
書
 
 セル
ビ
ア
の
学
校
教
科
書
は
長
ら
く
教
科
書
局
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
ク
レ
ッ
ト
社
が
参
入
し
て
か
ら
短
期
間
に
種
類
が
急
増
し
た
。
二
〇
一
五
年
現
在
、
一
八
七
八
年
以
降
の
近
現
代
史
を
扱
う
小
学
校
八
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
だ
け
で
も
、
教
科
書
局
と
ク
レ
ッ
ト
社
に
加
え
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
社
、
フ
レ
ス
カ
社
、
ナ
ロ
ド
ナ
・
ク
ニ
ガ
・
ア
ル
フ
ァ
社
、
エ
ド
ゥ
カ
社
（
二
種
類
）、
ノ
ヴ
ァ
・
シ
ュ
コ
ラ
社
、
あ
わ
せ
て
八
種
類
に
達
し
て
い
る
（ 27）。 
こ
の
現
代
史
に
焦
点
を
あ
て
た
小
学
校
八
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の
構
成
（
章
立
て
）
は
、
エ
ド
ゥ
カ
社
の
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内
は
章
扉
と
「
ま
と
め
」
を
除
く
本
文
の
頁
数
）
（ 28）。「
一
九
世
紀
後
半
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
世
界
」（
一
四
頁
）、「
ベ
ル
リ
ン
会
議
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
セ
ル
ビ
ア
、
5
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モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
お
よ
び
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
（
二
五
頁
）、「
現
代
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
革
命
」（
一
四
頁
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
」（
八
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
世
界
」（
一
六
頁
）、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
の
王
国
」（
一
二
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
―
―
総
力
戦
」（
一
五
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
」（
一
七
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
」（
九
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
」（
一
二
頁
）。
セ
ル
ビ
ア
史
ま
た
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
に
関
す
る
章
と
世
界
史
に
関
す
る
章
が
明
確
に
区
別
さ
れ
交
互
に
登
場
し
て
お
り
、
前
者
が
七
四
頁
（
五
二
％
）、
後
者
が
六
八
頁
（
四
八
％
）
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
「
国
民
史
」
の
比
重
が
高
い
も
の
の
、
依
然
と
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
と
し
て
の
記
述
が
見
ら
れ
、
セ
ル
ビ
ア
も
し
く
は
セ
ル
ビ
ア
人
に
だ
け
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
こ
の
エ
ド
ゥ
カ
社
の
教
科
書
に
は
両
大
戦
間
期
の
文
化
的
状
況
を
描
く
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
文
化
空
間
（
Jugoslovenski kulturni prostor ）」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
作
家
の
イ
ヴ
ォ
・
ア
ン
ド
リ
チ
、
ミ
ロ
シ
ュ
・
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
、
ミ
ロ
ス
ラ
ヴ
・
ク
ル
レ
ジ
ャ
、
ラ
ス
ト
コ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
、
イ
シ
ド
ル
・
セ
ク
リ
チ
、
科
学
者
の
ミ
ハ
イ
ロ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ア
ラ
ス
、ミ
ル
テ
ィ
ン
・
ミ
ラ
ン
コ
ヴ
ィ
チ
、
ヨ
ヴ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ィ
イ
チ
、ス
ロ
ボ
ダ
ン
・
ヨ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
、ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
、
ミ
ハ
イ
ロ
・
プ
ピ
ン
、
ク
セ
ニ
ヤ
・
ア
ナ
ス
タ
シ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
画
家
の
ペ
タ
ル
・
ド
ブ
ロ
ヴ
ィ
チ
、
ミ
ラ
ン
・
コ
ニ
ョ
ヴ
ィ
チ
、
サ
ヴ
ァ
・
シ
ュ
マ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ペ
タ
ル
・
ル
バ
ル
ダ
、
彫
刻
家
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
メ
シ
ュ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
、
ロ
イ
ゼ
・
ド
リ
ナ
ル
、
音
楽
家
の
ス
テ
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ス
テ
ィ
チ
、
ペ
タ
ル
・
コ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
ミ
ハ
イ
ロ
・
ミ
ロ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
ら
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（ 29）。
ク
ル
レ
ジ
ャ
、
メ
シ
ュ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
、
ド
リ
ナ
ル
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
み
な
さ
れ
る
人
物
ま
た
は
セ
ル
ビ
ア
出
身
者
が
大
半
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
国
家
の
範
囲
に
し
か
視
点
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
セ
ル
ビ
ア
以
外
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
歴
史
教
科
書
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
一
方
、
ク
レ
ッ
ト
社
の
小
学
校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
に
は
上
記
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
文
化
空
間
」
に
該
当
す
る
箇
所
に
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
の
社
会
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
（ 30）。そ
こ
で
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
の
日
常
生
活
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
に
至
る
文
化
的
状
況
が
描
か
れ
、
前
述
の
ク
ル
レ
ジ
ャ
や
メ
シ
ュ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
と
い
っ
た
人
物
も
登
場
す
る
。
 
後
述
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
と
比
べ
て
、
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
現
代
史
に
関
す
る
記
述
が
少
な
く
、
し
か
も
政
治
史
の
偏
重
が
目
に
つ
く
。
し
か
し
、
ク
レ
ッ
ト
社
の
歴
史
教
科
書
に
は
「
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
社
会
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
セ
ル
ビ
ア
だ
け
で
な
く
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
の
文
化
的
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
（ 31）。
と
く
に
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
し
て
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
の
共
通
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
と
し
て
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
拠
点
と
す
る
も
の
に
加
え
て
、ザ
グ
レ
ブ
を
拠
点
と
す
る
タ
イ
ム
、プ
ル
リ
ャ
ヴ
ォ・カ
ザ
リ
シ
ュ
テ
、
ア
ズ
ラ
、
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
ト
ル
、
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
の
ビ
イ
ェ
ロ
・
ド
ゥ
グ
メ
、
ス
コ
ピ
エ
の
レ
プ
・
イ
・
ソ
ル
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
も
同
様
で
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
チ
ー
ム
の
活
躍
を
描
く
と
と
も
に
、
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ー
ム
（
サ
ッ
カ
ー
で
は
ザ
グ
レ
ブ
の
デ
ィ
ナ
モ
、
ス
プ
リ
ト
の
ハ
イ
ド
6
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ゥ
ク
な
ど
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
は
ザ
グ
レ
ブ
の
ツ
ィ
ボ
ナ
や
ス
プ
リ
ト
の
ユ
ー
ゴ
プ
ラ
ス
テ
ィ
カ
な
ど
を
含
む
）
の
紹
介
、
さ
ら
に
一
九
八
四
年
開
催
の
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
や
一
九
八
七
年
開
催
の
ザ
グ
レ
ブ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。
 
こ
の
ほ
か
の
学
年
の
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
も
、
な
お
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
・
諸
地
域
へ
の
視
点
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
六
年
生
向
け
教
科
書
に
は
「
南
ス
ラ
ヴ
人
の
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
到
来
」、「
ス
ラ
ヴ
人
の
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
移
住
の
結
果
」、「
セ
ル
ビ
ア
人
の
到
来
と
一
一
世
紀
ま
で
の
バ
ル
カ
ン
半
島
」、「
ス
ラ
ヴ
人
の
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
」、「
中
世
前
期
の
終
焉
」
な
ど
の
項
目
が
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
人
だ
け
で
な
く
同
時
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
、
さ
ら
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
（ 32）。こ
の
教
科
書
の
後
半
部
分
は
ド
ゥ
シ
ャ
ン
帝
の
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
る
中
世
セ
ル
ビ
ア
国
家
に
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、「
国
民
史
」
と
し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
の
、オ
ス
マ
ン
帝
国
の
バ
ル
カ
ン
半
島
進
出
と
の
関
係
も
含
め
て
、「
地
域
史
」
と
し
て
の
特
徴
も
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
七
年
生
向
け
教
科
書
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
国
家
を
描
く
「
国
民
史
」
と
し
て
の
性
格
が
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
、
南
ス
ラ
ヴ
人
や
バ
ル
カ
ン
半
島
と
い
っ
た
括
り
の
項
目
は
い
っ
さ
い
な
い
（ 33）。
そ
れ
で
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
く
、
ク
ロ
ア
チ
ア
や
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
状
況
に
触
れ
て
お
り
、
ま
た
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
関
す
る
項
目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
「
我
が
国
の
諸
民
族
」
の
範
囲
と
重
な
る
よ
う
な
広
域
的
・
跨
境
的
な
「
地
域
史
」
の
視
点
も
失
わ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
 
 ３
．
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
校
教
科
書
 
 クロ
ア
チ
ア
で
は
、
学
校
教
科
書
は
連
邦
時
代
か
ら
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
セ
ル
ビ
ア
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
教
科
書
に
限
っ
て
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
一
九
九
六
年
に
ア
ル
フ
ァ
社
、
ビ
ロ
テ
フ
ニ
カ
社
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
が
新
た
な
教
科
書
出
版
社
と
し
て
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
と
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
が
同
じ
学
年
向
け
に
複
数
の
教
科
書
を
出
版
す
る
と
と
も
に
、
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ
社
、
リ
ェ
ヴ
ァ
ク
社
と
い
っ
た
出
版
社
の
新
規
参
入
が
続
い
た
。
も
っ
と
も
、
歴
史
教
科
書
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
学
校
教
科
書
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
策
定
さ
れ
、
そ
の
民
族
主
義
的
な
傾
向
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
い
た
た
め
、
内
容
の
多
元
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
面
も
あ
る
（ 34）。
そ
れ
が
実
現
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
小
学
校
向
け
の
学
習
指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
、
教
科
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
制
約
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（ 35）。全
般
的
に
は
従
来
の
教
科
書
の
改
訂
版
と
い
う
形
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
ア
ル
フ
ァ
社
や
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
歴
史
教
科
書
に
よ
う
に
執
筆
者
を
差
し
替
え
た
完
全
な
新
版
を
出
す
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
（ 36）。 
ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
校
教
科
書
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
原
則
と
し
て
四
年
に
一
度
だ
け
更
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
最
近
で
は
二
〇
一
四
年
に
最
新
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
向
け
の
教
科
書
の
構
成
（
章
立
て
）
は
学
習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
て
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い
る
た
め
、
教
科
書
ご
と
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
各
章
の
分
量
は
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
と
ア
ル
フ
ァ
社
の
小
学
校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
を
比
較
す
る
と
、次
の
よ
う
な
結
果
と
な
る（
括
弧
内
は
章
扉
と「
ま
と
め
」
を
除
く
本
文
の
頁
数
（ 37）
）。
前
者
は
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
」（
一
〇
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
」（
一
八
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
全
体
主
義
体
制
」（
二
〇
頁
）、「
第
一
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
」（
二
六
頁
）、「
世
界
と
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
二
〇
世
紀
前
半
の
科
学
と
文
化
」（
一
二
頁
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
三
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
」（
四
二
頁
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
一
六
頁
）、
「
冷
戦
期
の
世
界
」（
二
二
頁
）、「
脱
植
民
地
化
」（
一
〇
頁
）、「
第
二
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
」（
二
〇
頁
）、「
独
立
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
成
立
と
発
展
」（
一
八
頁
）、「
二
一
世
紀
初
頭
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
世
界
」（
二
〇
頁
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
三
頁
）。
こ
の
教
科
書
で
は
同
じ
章
に
お
け
る
世
界
史
と
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
区
別
は
明
確
で
は
な
い
が
、
世
界
史
に
一
三
二
頁
（
六
一
％
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に
八
六
頁
（
三
九
％
）
を
あ
て
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
」（
八
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
」（
一
〇
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
全
体
主
義
体
制
」（
一
〇
頁
）、「
第
一
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
」（
一
八
頁
）、「
世
界
と
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
二
〇
世
紀
前
半
の
科
学
と
文
化
」（
一
二
頁
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
五
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
」（
三
四
頁
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
一
七
頁
）、「
冷
戦
期
の
世
界
と
共
産
主
義
体
制
の
崩
壊
」（
一
二
頁
）、「
世
界
の
脱
植
民
地
化
プ
ロ
セ
ス
」（
六
頁
）、「
第
二
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
」（
一
四
頁
）、「
独
立
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
成
立
と
発
展
」（
三
〇
頁
）、「
三
千
年
紀
の
幕
開
け
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
世
界
」（
一
二
頁
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
三
頁
）
で
あ
り
、
世
界
史
に
七
九
頁
（
四
八
％
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
史
に
八
七
頁
（
五
二
％
）
を
あ
て
て
い
る
。
章
題
の
違
い
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
章
の
分
量
の
違
い
は
世
界
史
と
ク
ロ
ア
チ
ア
史
の
比
重
を
逆
転
さ
せ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
社
の
教
科
書
に
お
い
て
一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
（
ク
ロ
ア
チ
ア
に
と
っ
て
の
「
祖
国
戦
争
」）
に
関
す
る
記
述
が
非
常
に
詳
し
い
こ
と
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
続
く
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
な
お
強
く
反
映
し
て
い
る
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
（
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
も
の
と
比
べ
て
総
頁
数
が
二
割
以
上
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
箇
所
の
分
量
は
二
倍
近
く
に
達
し
て
い
る
（ 38）
）。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
の
教
科
書
も
一
貫
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
史
と
し
て
の
「
国
民
史
」
を
描
い
て
お
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
・
諸
地
域
へ
の
視
点
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
。
 
い
わ
ゆ
る
文
化
史
に
関
し
て
も
、「
国
民
史
」
と
し
て
描
く
姿
勢
は
徹
底
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
描
か
れ
る
の
は
両
大
戦
間
期
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
も
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
科
学
と
文
化
」
で
あ
っ
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
社
の
教
科
書
に
は
、
両
大
戦
間
期
の
ク
ロ
ア
チ
ア
文
化
・
学
術
の
発
達
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
や
作
品
・
業
績
も
多
い
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
他
の
地
域
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
（ 39）。
な
お
、
こ
の
教
科
書
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
お
け
る
文
化
活
動
と
メ
デ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
独
自
の
項
目
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（ 40）。 
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
文
化
的
状
況
に
関
し
て
は
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
教
科
書
の
記
述
が
比
較
的
詳
し
い
。
も
っ
と
も
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
関
8
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連
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
活
動
し
て
い
た
数
多
く
の
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
や
歌
手
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
で
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
に
拠
点
が
あ
っ
た
も
の
は
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
の
ビ
イ
ェ
ロ
・
ド
ゥ
グ
メ
に
限
ら
れ
て
い
る
（ 41）。
こ
の
教
科
書
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
記
述
も
多
い
が
、
ア
ル
ペ
ン
・
ス
キ
ー
の
ヤ
ニ
ツ
ァ
・
コ
ス
テ
リ
チ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ド
ラ
ジ
ェ
ン
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
、
走
り
高
跳
び
の
ブ
ラ
ン
カ
・
ヴ
ラ
シ
チ
、
テ
ニ
ス
の
ゴ
ラ
ン
・
イ
ヴ
ァ
ニ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
な
ど
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
の
み
言
及
し
て
お
り
、
一
九
八
四
年
開
催
の
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
に
さ
え
全
く
触
れ
て
い
な
い
（ 42）。 
こ
の
ほ
か
の
学
年
の
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
も
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
・
諸
地
域
へ
の
視
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
各
章
の
タ
イ
ト
ル
や
見
出
し
か
ら
も
「
南
ス
ラ
ヴ
」
と
い
う
用
語
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
関
す
る
記
述
を
別
に
し
て
、
ど
の
教
科
書
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ス
ラ
ヴ
人
の
バ
ル
カ
ン
移
住
と
関
連
し
て
ラ
シ
ュ
カ
や
ド
ゥ
ク
リ
ャ
な
ど
へ
の
言
及
が
僅
か
に
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
衰
退
と
関
連
し
て
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
独
立
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
限
ら
れ
る
（ 43）。 
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
は
ク
ロ
ア
チ
ア
史
と
や
や
断
片
的
な
世
界
史
で
構
成
さ
れ
、
南
東
欧
（
バ
ル
カ
ン
）
の
よ
う
な
広
域
的
・
跨
境
的
な
「
地
域
史
」
の
視
点
を
欠
く
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
い
う
枠
組
み
さ
え
も
、
政
治
史
・
軍
事
史
を
含
め
て
、
非
常
に
限
定
的
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
る
地
理
教
科
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
が
ク
ロ
ア
チ
ア
を
「
西
バ
ル
カ
ン
」
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
が
地
理
的
、社
会
的
、
歴
史
的
に
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
含
ま
れ
た
こ
と
は
な
い
（ 44）
」
と
反
論
す
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
識
が
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
一
つ
と
し
て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
歴
史
教
科
書
の
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」、
そ
し
て
「
再
国
民
化
」
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
着
実
に
進
行
し
、
新
た
な
「
地
域
史
」
の
視
点
を
獲
得
で
き
な
い
ま
ま
定
着
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
 
 ４
．
現
在
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
学
校
教
科
書
 
 ボス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
大
別
し
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
（
以
下
、
連
邦
側
）
と
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
（
以
下
、
共
和
国
側
）
で
構
成
さ
れ
る
。
連
邦
側
と
共
和
国
側
で
学
校
教
育
制
度
は
異
な
り
、
な
お
か
つ
連
邦
側
で
は
ボ
ス
ニ
ア
（
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
）
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
異
な
る
教
科
書
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（ 45）。主
に
二
〇
世
紀
の
現
代
史
を
扱
う
小
学
校
九
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
（
ク
ロ
ア
チ
ア
や
セ
ル
ビ
ア
と
違
い
、
小
学
校
は
九
年
制
に
移
行
し
て
い
る
）
を
見
て
み
る
と
、
連
邦
側
の
ボ
ス
ニ
ア
人
向
け
は
一
種
類
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
向
け
は
三
種
類
、
共
和
国
側
（
主
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
人
向
け
）
は
一
種
類
の
み
と
な
っ
て
い
る
。（ 46）
共
和
国
側
の
教
科
書
は
外
国
語
を
除
い
て
教
科
書
・
教
材
局
に
よ
る
国
定
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
が
、
連
邦
側
に
は
数
多
く
の
教
科
書
会
社
が
存
在
し
て
お
り
、
ボ
ス
ニ
ア
人
向
け
の
小
学
校
九
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
が
一
種
類
し
か
な
い
の
は
、
む
し
ろ
例
外
的
と
言
え
る
（ 47 ）。 
こ
れ
ら
の
教
科
書
の
う
ち
、
主
と
し
て
ボ
ス
ニ
ア
人
向
け
の
教
科
書
の
構
成
（
章
9
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立
て
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内
は
章
扉
を
除
く
本
文
の
頁
数
（ 48）
）。「
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
」（
一
四
頁
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
」（
一
二
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
世
界
」（
三
四
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
」（
二
二
頁
）、「
現
代
（
一
九
四
五
～
二
〇
〇
〇
年
）」（
二
四
頁
）、「
二
〇
世
紀
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
」（
六
五
頁
）。
教
科
書
の
前
半
と
後
半
で
世
界
史
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
史
に
二
分
さ
れ
、
前
者
が
一
〇
六
頁
（
六
二
％
）、
後
者
が
六
五
頁
（
三
八
％
）
を
占
め
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
場
合
と
同
じ
く
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
を
視
野
に
入
れ
た
記
述
は
少
な
い
が
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
を
重
視
し
、
必
ず
し
も
ボ
ス
ニ
ア
人
に
と
っ
て
の
「
国
民
史
」
と
し
て
い
な
い
点
が
大
き
く
異
な
る
。
と
く
に
文
化
史
に
関
し
て
は
、
ど
の
民
族
（
ボ
ス
ニ
ア
人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
）
か
を
問
わ
ず
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
出
身
者
が
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（ 49）。
こ
の
ほ
か
の
学
年
の
教
科
書
で
も
、「
中
世
の
ボ
ス
ニ
ア
」、「
一
八
世
紀
末
ま
で
の
オ
ス
マ
ン
時
代
の
ボ
ス
ニ
ア
」、「
一
九
世
紀
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
」
な
ど
ボ
ス
ニ
ア・ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
を
重
視
し
た
項
目（
章
）が
続
く
（ 50）。
そ
の
一
方
で
、「
中
世
の
南
ス
ラ
ヴ
諸
国
」、「
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
末
ま
で
の
南
ス
ラ
ヴ
諸
邦
」、「
近
隣
諸
国
に
お
け
る
民
族
覚
醒
」（「
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
再
生
＝
イ
リ
リ
ア
主
義
」、「
セ
ル
ビ
ア
蜂
起
と
『
ナ
チ
ェ
ル
タ
ー
ニ
エ
』」、「
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
国
家
建
設
」か
ら
な
る
）な
ど
近
隣
諸
国
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
項
目
も
あ
り
、
広
域
的
・
跨
境
的
な
「
地
域
史
」
の
視
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
 
一
方
、
共
和
国
側
の
教
科
書
の
構
成
（
章
立
て
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内
は
章
扉
を
除
く
本
文
の
頁
数
（ 51 ）
）。「
一
九
世
紀
後
半
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
」（
一
五
頁
）、「
一
九
世
紀
末
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
と
国
際
関
係
」（
二
七
頁
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
」（
二
三
頁
、
う
ち
セ
ル
ビ
ア
な
ど
一
三
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
世
界
」（
一
七
頁
）、「
両
大
戦
間
期
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
」
（
一
七
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
」（
四
五
頁
、
う
ち
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
な
ど
二
五
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
」（
二
一
頁
）、「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
」（
二
八
頁
）。
全
体
の
構
成
は
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
世
界
史
（
八
三
頁
、
四
六
％
）
と
バ
ル
カ
ン
史
ま
た
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
（
九
七
頁
、
五
四
％
）
に
二
分
さ
れ
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
史
の
要
素
は
少
な
い
。
連
邦
側
の
教
科
書
に
比
べ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
土
を
視
野
に
入
れ
た
記
述
が
多
く
、
文
化
史
に
関
し
て
も
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
（ 52）。な
お
、
こ
の
ほ
か
の
学
年
の
教
科
書
で
も
、
南
ス
ラ
ヴ
人
の
歴
史
、
あ
る
い
は
バ
ル
カ
ン
史
と
し
て
描
く
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
。
七
年
生
向
け
教
科
書
に
は
「
中
世
前
期
の
南
ス
ラ
ヴ
人
」、「
中
世
後
期
の
セ
ル
ビ
ア
諸
邦
と
近
隣
諸
国
」、「
オ
ス
マ
ン
征
服
時
代
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
」、
八
年
生
向
け
教
科
書
に
は
「
一
五
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
末
ま
で
の
ト
ル
コ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
下
の
南
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
」、「
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
バ
ル
カ
ン
半
島
」、「
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
ベ
ル
リ
ン
会
議
ま
で
の
南
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
」
と
い
っ
た
項
目
（
章
）
が
あ
る
（ 53）。
連
邦
側
の
教
科
書
と
は
異
な
り
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
を
必
ず
し
も
重
視
し
て
は
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
歴
史
が
セ
ル
ビ
ア
や
ク
ロ
ア
チ
ア
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
バ
ル
カ
ン
各
地
に
セ
ル
ビ
ア
人
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
現
在
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
歴
史
教
科
書
の
中
で
も
っ
と
も
強
く
「
地
域
史
」
を
10
旧ユーゴスラヴィア諸国の学校教科書における国民史と地域史 
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
相
対
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
よ
う
に
極
端
な
形
で
は
な
く
と
も
、
新
た
な
「
国
民
史
」
へ
の
書
き
換
え
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
い
て
も
、
紛
争
直
後
に
指
摘
さ
れ
た
「
三
つ
の
民
族
集
団
す
べ
て
が
過
去
、
伝
統
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
望
ま
し
い
新
た
な
民
族
的
価
値
の
枠
組
み
と
し
て
再
定
義
し
」、「
現
在
に
と
っ
て
政
治
的
に
都
合
の
良
い
過
去
が
新
た
に
構
築
さ
れ
て
い
る
（ 54）
」
と
い
う
状
況
に
何
か
ら
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
な
お
検
証
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 む
す
び
に
か
え
て
 
 本稿
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
学
校
教
科
書
、
と
く
に
歴
史
教
科
書
の
「
脱
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
化
」
は
各
国
と
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
着
実
に
進
展
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
か
わ
る
広
域
的
・
跨
境
的
な
「
地
域
史
」
の
視
点
は
獲
得
で
き
ず
、
や
や
偏
狭
な
「
国
民
史
」
の
側
面
だ
け
が
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
が
教
科
書
に
登
場
す
る
頻
度
は
非
常
に
低
く
な
り
、
断
片
的
な
情
報
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
と
く
に
現
代
史
で
は
敵
対
的
に
描
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
各
国
の
研
究
者
・
教
育
者
ら
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学
術
会
議
等
、
歴
史
教
科
書
問
題
な
ど
を
討
議
す
る
機
会
が
頻
繁
に
設
け
ら
れ
、
実
際
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
作
業
が
進
ん
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
成
果
は
き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 
一
方
で
は
、
各
国
の
歴
史
教
科
書
は
な
お
移
行
期
的
な
性
格
を
持
ち
、
内
容
の
見
直
し
が
頻
繁
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
融
和
的
な
動
き
と
は
限
ら
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
や
一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
の
再
評
価
が
各
国
・
各
民
族
の
敵
対
感
情
を
再
燃
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。
実
際
、
有
力
政
治
家
に
よ
る
歴
史
修
正
主
義
と
も
と
れ
る
言
動
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
（ 55 ）。ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
は
、
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
い
て
歴
史
教
育
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
悲
観
的
な
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
（ 56）。日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
も
、
参
考
に
す
べ
き
点
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
歴
史
教
科
書
の
、
し
か
も
限
定
的
な
事
例
の
分
析
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
以
上
に
バ
ル
カ
ン
へ
の
帰
属
意
識
の
低
い
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
や
新
興
国
と
し
て
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
コ
ソ
ヴ
ォ
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
も
っ
と
も
各
国
・
各
民
族
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
映
し
て
い
た
と
さ
れ
る
一
九
九
〇
年
代
の
学
校
教
育
・
教
科
書
の
移
行
期
の
問
題
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
学
校
教
育
・
教
科
書
に
お
け
る
国
民
史
と
地
域
史
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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注  （
1）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
の
分
裂
・
解
体
に
関
し
て
は
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
紛
争
に
関
し
て
は
、
月
村
太
郎
『
ユ
ー
ゴ
内
戦
 
政
治
リ
ー
ダ
ー
と
民
族
主
義
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
が
詳
し
い
。
歴
史
的
背
景
に
関
し
て
は
、
柴
宜
弘
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
現
代
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年
）
や
久
保
慶
一
『
引
き
裂
か
れ
た
国
家
 
旧
ユ
ー
ゴ
地
域
の
民
主
化
と
民
族
問
題
』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
 
（
2）
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
動
向
に
関
し
て
は
、
池
田
佳
隆
「
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
独
立
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
 
第
Ⅱ
部
門
 
社
会
科
学
・
生
活
科
学
』
五
六
（
二
〇
〇
七
年
）、
一
～
一
四
頁
が
詳
し
い
。
 
（
3）コ
ソ
ヴ
ォ
は
二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
に
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
独
立
を
一
方
的
に
宣
言
し
、
現
在
で
は
国
連
加
盟
一
九
三
か
国
の
う
ち
一
一
一
か
国
が
こ
れ
を
承
認
し
て
い
る
。
コ
ソ
ヴ
ォ
外
務
省
の
サ
イ
ト
（
http://www.mfa-ks.net/ ）
等
を
参
照
。
 
（
4）
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
家
ネ
ヴ
ェ
ン
・
ブ
ダ
ク
は
、一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
各
共
和
国
・
自
治
州
で
使
用
さ
れ
て
い
た
全
て
の
歴
史
教
科
書
に
登
場
す
る
人
名
は
わ
ず
か
一
二
名
と
極
端
に
少
な
く
、
チ
ト
ー
へ
の
言
及
の
頻
度
も
大
き
く
異
な
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
Neven Budak, “Post-socialist Historiography in 
Croatia since 1990,” Ulf Brunnbauer, ed., (Re)Writing History. 
Historiography in Southeast Europe after Socialism, Münster: LIT Verlag, 
2004, pp.158-159. 
（
5）
ス
ニ
ェ
ジ
ャ
ナ
・
コ
レ
ン
「
教
科
書
の
中
の
地
域
史
―
―
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
―
―
」
柴
宜
弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
―
―
「
地
域
史
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
二
三
頁
。
な
お
、
こ
の
論
文
集
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
他
に
も
セ
ル
ビ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
の
事
例
報
告
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
お
け
る
歴
史
教
育
・
教
科
書
問
題
の
概
要
を
日
本
語
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
 
（
6）
同
、
一
二
三
頁
。
 
（
7）
同
、
一
二
五
頁
。
 
（
8）
柴
宜
弘
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
現
代
史
』、
一
三
五
頁
。
 
（
9）旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
に
は
小
学
校
は
八
年
制
、中
学
校
は
二
＋
二
年
制
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
国
々
で
小
学
校
は
九
年
制
（
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど
例
外
も
あ
る
）、
中
学
校
は
四
年
制
に
移
行
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
石
田
信
一
「
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教
育
の
現
状
―
―
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
を
中
心
に
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
七
（
二
〇
一
二
年
）、
一
～
一
四
頁
を
参
照
。
 
（
10）
Ana Tomljenović, “Slika Hrvata u srpskim i Srba u hrvatskim 
udžbenicima povijesti za osnovu školu,” Povijest u nastavi, Vol.X. No.19 
(1), Zagreb, 2014, pp.1-32 参
照
［
小
学
校
歴
史
教
科
書
に
み
る
セ
ル
ビ
ア
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
像
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
像
］。
 
（
11）
主
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
は
、石
田
信
一
「
国
民
史
の
枠
を
超
え
る
試
み
―
―
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
歴
史
教
科
書
に
み
る
地
域
史
」
柴
宜
弘
・
木
村
真
・
奥
彩
子
編
『
東
欧
地
域
研
究
の
現
在
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
二
八
六
～
三
〇
四
頁
を
参
照
。
ま
た
、
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
地
域
史
構
築
の
試
み
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、
柴
宜
弘
「
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
共
通
歴
史
教
材
づ
く
り
―
―
『
バ
ル
カ
ン
の
歴
史
：
バ
ル
カ
ン
近
現
代
史
の
共
通
教
材
』
か
ら
考
え
る
」『
歴
史
学
研
究
』
九
一
九
（
二
〇
一
四
年
）、
一
八
～
二
三
頁
な
ど
が
あ
る
。
 
（
12）Biljana Danilović et al., Poznavanje društva za 4. razred osnovne škole, 
Novi Sad: Zavod za izdavanje udžbenika, Beograd: Zavod za udžbenike i 
nastavna sredstva, 1988. 
（
13）ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
な
ど
各
々
の
郷
土
誌
に
関
し
て
は
、す
で
に
小
学
校
三
年
生
向
け
の「
自
然
と
社
会
」
に
お
い
て
副
読
本
を
利
用
し
な
が
ら
学
ん
で
い
る
た
め
、「
社
会
知
識
」
で
12
旧ユーゴスラヴィア諸国の学校教科書における国民史と地域史 
は
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
Sava Stekić et al., Naš kraj. Beograd i 
okolina. Priručnik iz prirode i društva za III razred osnovne škole, peto 
izdanje, Beograd: Zavod za udžbenike i nastavna sredstva, 1989. 
（
14）
Božidar Stanišić et al., Geografija Jugoslavije sa osnovama 
socijalističkog samoupravljanja za VIII razred osnovne škole, sedmo 
izdanje, Beograd: Zavod za udžbenike i nastavna sredstva, 1987; 
Slavoljub Cvetković et al., Istorija sa osnovama socijalističkog 
samoupravljanja za VIII razred osnovne škole, četvrto izdanje, Beograd: 
Zavod za udžbenike i nastavna sredstva, 1987. 
（
15）
Božidar Stanišić et al., Op. cit., p.5. 
（
16）
Ibid., p.4. 
（
17）
Ibid., p.11. 
（
18）
Slavoljub Cvetković et al., Op. cit., p.109. 
（
19）
Alfonso Cvitanović et al., Svijet danas 4: udžbenik zemljopisa za VIII. 
razred osnovne škole, II. izdanje, Zagreb: Školska knjiga, 1988. 
（
20）
Ibid., p.175. 
（
21）
Ibid., p.175. 
（
22）
Ibid., pp.24-25. 近
隣
諸
国
の
う
ち
、
ア
ル
バ
ニ
ア
と
ギ
リ
シ
ア
は
同
じ
「
地
中
海
諸
国
」
に
、
ま
た
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
部
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
 
（
23）
Rene Lovrenčić et al., Čovjek u svom vremenu 4: udžbenik povijesti za 
VIII. razred, Zagreb: Školska knjiga, 1987. 
（
24）
Velimir Dorofijev et al., Atlas prirode i društva za treći i četvrti razred 
osnovne škole, Zagreb: Školska knjiga, 1987, pp.26-31. 
（
25）
Ivo Makek et al., Čovjek u svom vremenu 2: udžbenik povijesti za VI. 
razred osnovne škole, IV. izdanje, Zagreb: Školska knjiga, 1988; Dragutin 
Pavličević et al., Čovjek u svom vremenu 3: udžbenik povijesti za VII. 
razred osnovne škole, III. izdanje, Zagreb: Školska knjiga, 1988. 
（
26）
Dragutin Pavličević et al., Op. cit., pp.188-199. 
（
27）
Izvod iz registra odobrenih udžbenika – Katalog udžbenika za 
predškolsku ustanovu i osnovnu školu odobrenih za školsku 2015/2016. 
godinu. セ
ル
ビ
ア
共
和
国
教
育
・
科
学
・
技
術
開
発
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://www.mpn.gov.rs/ ）
よ
り
。
歴
史
教
科
書
に
限
っ
て
言
え
ば
、
小
学
校
五
年
生
向
け
八
種
類
、六
年
生
向
け
五
種
類
、七
年
生
向
け
八
種
類
が
、こ
の「
教
科
書
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 
（
28）
Dunja Svilar Dujković et al., Istorija 8. Udžbenik za osmi razred 
osnovne škole, Beograd: Eduka, 2013. 
（
29）
Ibid., pp.114-117. 
（
30）
Predrag M. Vajagić et al., Istorija 8. Udžbenik za osmi razred osnovne 
škole, Beograd: Klett, 2010, pp.122-125. 
（
31）
Ibid., pp.189-192. 
（
32）
Marko Šuica et al., Istorija za šesti razred osnovne škole: udžbenik, 
istorijska čitanka, radna sveska, Beograd: Freska, 2010. 
（
33）
Radoš Ljušić, Istorija za sedmi razred osnovne škole: udžbenik, 
istorijska čitanka, radna sveska, Beograd: Freska, 2010. 
（
34）こ
の
時
期
の
問
題
を
含
め
て
、ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
Stefano Petrungaro, Pisati povijesti iznova. Hrvatski udžbenici 
povijesti 1918.-2004. godine, Zagreb: Srednja Europa, 2009 が
詳
し
い
。
 
（
35）
ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
習
指
導
要
領
の
変
化
に
つ
い
て
は
、石
田
信
一
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
と
現
代
史
教
育
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
四
（
二
〇
〇
六
年
）、
五
〇
～
六
一
頁
参
照
。
 
（
36）歴
史
教
科
書
の
改
訂
は
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。ア
ル
フ
ァ
社
の
小
学
校
八
年
生
向
13
跡見学園女子大学文学部紀要 第 51 号 2016 
け
歴
史
教
科
書
の
事
例
で
は
、当
初（
一
九
九
六
年
以
降
）は
イ
ヴ
ォ・ペ
リ
チ（
Ivo Perić ）
が
執
筆
し
た
も
の
を
長
ら
く
使
用
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
ヨ
シ
プ
・
ユ
ル
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
（
Josip Jurčević ）
が
執
筆
し
た
も
の
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
テ
ィ
エ
パ
ン
・
ベ
カ
ヴ
ァ
ツ
（
Stjepan Bekavac ）
ら
が
執
筆
し
た
も
の
に
か
わ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ベ
カ
ヴ
ァ
ツ
ら
の
教
科
書
は
二
〇
〇
八
年
に
共
同
執
筆
者
を
か
え
て
新
版
と
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
か
ら
共
同
執
筆
者
は
同
じ
だ
が
体
裁
を
大
き
く
変
え
て
再
び
新
版
と
な
っ
て
い
る
。
 
（
37）Krešimir Erdelja et al., Tragom prošlosti 8: udžbenik povijesti u osmom 
razredu osnovne škole, Zagreb: Školska knjiga, 2014; Stjepan Bekavac et 
al., Povijest 8: udžbenik za osmi razred osnovne škole, Zagreb: Alfa, 2014. 
（
38）
二
つ
の
教
科
書
の
視
点
の
違
い
に
関
し
て
は
、
Snježana Koren, “Nastava 
povijesti između historije i pamćenja. Hrvatski udžbenici povijesti o 1945. 
godini,” Sulejman Bosto et al. eds., Kultura sjećanja: 1945. Povijesni 
lomovi i svladavanje prošlosti, Zagreb: Disput, 2009, pp.239-264 等
参
照
。
 
（
39）
Stjepan Bekavac et al., Op. cit., pp.69-72. 
（
40）
Ibid., p.84. 
（
41）
Krešimir Erdelja et al., Op. cit., p.246. 
（
42）
Ibid., pp244-245. 現
行
の
小
学
校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
（
四
種
類
）
の
中
で
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
触
れ
て
い
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
 
（
43）
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
の
教
科
書
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
少
数
民
族
と
し
て
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
イ
タ
リ
ア
人
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
（
Krešimir Erdelja et al., 
Tragom prošlosti 7: udžbenik povijesti u sedmom rezredu osnovne škole, 
Zagreb: Školska knjiga, 2014, pp.83-85 ）。
ま
た
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
の
教
科
書
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
民
族
運
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
Damir Agičić, Vremeplov 7: udžbenik povijesti za sedmi razred 
osnovne škole, Zagreb: Profil International, 2014, pp.69-70 ）。
 
（
44）
Dragutin Feletar et al., Geografija 4. Udžbenik za četvrti razred 
gimnazije, Samobor: Meridijani, 2014, p.11. 
（
45）
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
現
状
に
関
し
て
は
、
ソ
ー
ニ
ャ
・
ド
ゥ
イ
モ
ヴ
ィ
チ
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
歴
史
教
育
」
柴
宜
弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
―
―
「
地
域
史
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
』
（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
六
二
～
一
六
九
頁
を
参
照
。
ま
た
、
や
や
視
点
は
異
な
る
も
の
の
、
教
育
現
場
で
の
実
情
に
関
し
て
は
、
大
平
剛
『
学
校
教
育
に
み
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
平
和
構
築
の
現
在
』（
平
和
構
築
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
）
も
参
考
に
な
る
。
 
（
46）
Federalno ministarstvo obrazovanja i nauke, Spisak odobrenih radnih 
udžbenika, udžbenika, priručnika, radnih listova i zbirki zadataka za 
osnovne škole, gimnazije i srednje tehničke i stručne škole u školskoj 
2015/2016 godini. (http://www.fmon.gov.ba/); Kanton središnja Bosna, 
Ministarstvo obrazovanja, znanosti, kulture i športa, Popis obveznih 
udžbenika i pripadajućih dopunskih nastavnih sredstava na hrvatskom 
jeziku u BiH za školsku godinu 2015./2016. za devetogodišnje osnovne 
škole, osmogodišnje osnovne škole, gimnazije, strukovne škole. 
(http://www.mozks-ksb.ba/); Republički pedagoški zavod Republike 
Srpske, Spisak obaveznih udžbenika za osnovnu školu u školskoj 
2014/2015. godini. (http://www.rpz-rs.org/). 
（
47）
例
え
ば
、
小
学
校
七
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
は
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
ク
レ
ッ
ト
、ボ
サ
ン
ス
カ
・
リ
イ
ェ
チ
、セ
ザ
ム
、ヴ
リ
イ
ェ
メ
、ス
ヴ
ィ
エ
ト
ロ
ス
ト
、
ボ
サ
ン
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
七
社
・
八
種
類
、
同
じ
く
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
は
上
記
の
う
ち
ク
レ
ッ
ト
社
と
セ
ザ
ム
社
を
除
く
五
社
・
六
種
類
が
存
在
す
る
。
ヴ
リ
イ
ェ
メ
社
が
両
学
年
と
も
二
種
類
の
教
科
書
を
出
し
て
い
る
。
 
（
48）Izet Šabotić et al., Historija 9. Udžbenik za deveti razred devetogodišnje 
14
旧ユーゴスラヴィア諸国の学校教科書における国民史と地域史 
osnovne škole, Tuzla: NAM, Zenica: Vrijeme, 2012. 
（
49）
Ibid., pp.148-150, 177. 
（
50）Izet Šabotić et al., Historija 7. Udžbenik za sedmi razred devetogodišnje 
osnovne škole, Tuzla: NAM, Zenica: Vrijeme, 2010; Izet Šabotić et al., 
Historija 8. Udžbenik za osmi razred devetogodišnje osnovne škole, Tuzla: 
NAM, Zenica: Vrijeme, 2011. こ
こ
で
は
小
学
校
九
年
生
向
け
と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
教
科
書
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
は
本
文
中
に
ラ
テ
ン
文
字
と
キ
リ
ル
文
字
を
混
在
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
で
も
、
こ
の
多
民
族
国
家
に
特
徴
的
な
教
科
書
と
い
え
る
。
 
（
51）
Ranko Pejić et al., Istorija za 9. razred osnovne škole, Istočno Sarajevo: 
Zavod za udžbenike i nastavna sredstva, 2010. 
（
52）
Ibid., pp.110, 190-191. 
（
53）
Rade Mihaljčić, Istorija za 7. razred osnovne škole, Istočno Sarajevo: 
Zavod za udžbenike i nastavna sredstva, 2010; Željko Vujadinović et al., 
Istorija za 8. razred osnovne škole, Istočno Sarajevo: Zavod za udžbenike i 
nastavna sredstva, 2010. 
（
54）
ソ
ー
ニ
ャ
・
ド
ゥ
イ
モ
ヴ
ィ
チ
、
前
掲
論
文
、
一
六
三
頁
。
 
（
55）
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
の
ト
ミ
ス
ラ
ヴ
・
カ
ラ
マ
ル
コ
党
首
が
こ
う
し
た
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
TOMISLAV KARAMARKO: 'Ljevica i 
socijaldemokracija u Hrvatskoj ne postoje. Postoje jugofilija i 
jugonostalgija', Večernji list, 15.06.2014 (http://www.vecernji.hr/); 
KARAMARKO: Josip Broz Tito je samo zločinac!, Dubrovački vjesnik, 
23.08.2014 (http://dubrovacki.hr/). 
（
56）
Dušan Komarčević, “Istorija, historija, povijest: Mržnja u školskim 
udžbenicima,” Radio Free Europe / Radio Liberty, 24.04.2015 
(http://www.slobodnaevropa.org/). 
 
                          
15
